
－被服製作１－ 

＜実習内容 被服製作＞ 

 

１ 基礎縫い 

(1) 普通まつり 

普通まつりは，裾，袖口などに使用し，表側には 0.1cm 程度の針目，裏側には斜めの針目が出る縫

い方（資料１）である。裏側の縫い目が「ハ」の字になっているのが美しい普通まつりとされている。

指導においては，生徒の作品に多く見られる失敗例（資料２）の実物見本もあるとより理解が深まる。 

また，よく使用する３種類のまつり縫い（資料３）それぞれの縫い方の特徴を理解させることで，

生徒が用途に合わせた縫い方を習得することができる。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 普通まつり たてまつり 流しまつり 

縫
い
目 

   

特
徴 

布を動かすことが可能で， 

さまざまな用途に使用可能 

しっかりと布を固定し，摩擦面が

少ない 

布を動かすことがより可能

で、表に当たりが出にくい 

ポ
イ
ン
ト 

・縫い目が「ハ」の字 
・縫い目が「ト」の字 

・縫い目が動かない 

・縫い目が「ヘ」の字 

・縫い目が左右に動くよう，

緩めに縫う 

用
途 

・スカート，パンツの裾 

・袖口 

・スカートのウエスト始末 

・裏付き袖の袖口 

・ジャケットの裏袖縫い代始末 

・ジャケットの裏地の裾 

・スカートの裾 

表 

表針目が大きく，斜め 縫い目が深い 

表針目が大きく，間隔が不揃い 

縫い目が縦気味 

裏針目の間隔が不揃い 流しまつり気味 

裏 

【資料３ ３種類のまつり縫いの特徴と用途】 

【資料２ 普通まつりの失敗例】 

 

【資料１ 普通まつりの例】☆ポイント☆  縫い目が「ハ」の字になるようにすくう 

 

裏 



－被服製作２－ 

 

(2) 半返し縫い 

ミシン糸と手縫い糸で仕上がりを比較すると，ミシン糸を使用 

した方が繊細で，美しい仕上がりとなる。手縫い糸は，丈夫に縫 

う場合に適する。また，表側の縫い目が緩みやすいため，指導す 

る上で事前に留意させると失敗が少ない（資料４）。 

(3) 検定実施後に施す巾着のデコレーション 

 被服製作技術検定４級実施後に装飾を施すことで，一つの作品 

として完成させることができる（資料５）。これにより，「生活 

文化」「服飾手芸」等の他科目と関連付けながら，製作すること 

ができる。また，事前に計画を立てることで，生徒の能力に合わ 

せて進めることができる（資料６）。 

【資料５ デコレーション例】        【資料６ デコレーション計画プリント】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ アウターパンツ 

(1) ポケットの口止めミシン 

一般的な縫い方（教科書や参考資料等による縫

い方）の手順は，資料７のように●の位置から始

め，矢印の方向に縫う。しかし，生徒にとっては，

最初に針を刺す位置（●）が分かりづらく，角が

揃わないなどの不都合が出る。 

そこで，最初に針を刺す位置を変えて縫う方法

（資料８）を考えた。最初に針を刺す位置を分か

りやすくすることにより，仕上がりも美しい上に，

丈夫な縫い方になる。 

 

四角止め 三角止め 

【資料７ 一般的なポケットの口止めミシンの縫い方】 

● ● 

☆ポイント☆ 縫い目が緩みや

すいため，一針ごとにしっかり

糸を引くことで糸が緩みにくく

なる 

【資料４ 半返し縫いの糸別比較】 

手縫い糸 ミシン糸 



－被服製作３－ 

【資料８ 最初の針を刺す位置を分かりやすい場所に変えて縫う方法】 

   

 

 

 

 

 

 

      

(2) 縫い方の手順              

一般的な縫い方（教科書や参考資料 

等による縫い方）である資料９の手順 

１は，筒状にしてから股上を縫う。こ 

の手順は，パンツの構成については理 

解しやすい。しかし，股上を縫う際の 

布の合わせ方が立体的で縫いにくい。 

資料９の手順２は，股上縫いを平らな 

状態で縫うことができるというメリッ 

トがある（資料 10）。しかし，脇を縫 

う際に間違えやすいというデメリット 

もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 裾の裁断方法（狭まった裾，広がった裾）  【資料 11 裾が狭まったパンツの裾の裁断例】  

アウターパンツなど，裾が狭まった（広がった） 

パンツの裾の縫い代等は，資料 11の★のように斜 

めになっている。裁断する際の注意として，裾縫 

い代を出来上り線に合わせて折り，脇・股下縫い 

代に合わせて裁断する（資料 12）。 

この裁断方法は，袖ぐりと脇の縫い代の部分や， 

えりぐりと肩の縫い代においても応用することが 

できる（資料 13）。 

④股下縫い ⑤股上縫い ⑥脇縫い 

【資料９ アウターパンツの縫い方の手順の比較】 

 手順１ 

①裁断 

  ↓ 

②印つけ 

 ↓ 

③ポケットつけ 

  ↓ 

④脇縫い・股下縫い 

  ↓ 

⑤股上縫い 

 ↓ 

⑥裾縫い・ウエスト縫い 

  ↓ 

⑦ゴム通し・仕上げ 

手順２ 

①裁断 

  ↓ 

②印つけ 

  ↓ 

③ポケットつけ 

 ↓ 

④股下縫い 

  ↓ 

⑤股上縫い 

  ↓ 

⑥脇縫い 

  ↓ 

⑦裾縫い・ウエスト縫い 

  ↓ 

⑧ゴム通し・仕上げ 
【資料 10 資料９の手順２の④，⑤，⑥の縫い方の説明】 

 

☆ポイント☆ 最初に針を刺す位置を変えることで，左右の口止めミシンの大きさを，きれいに

揃えることができる 
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【資料 12 裾が広がったパンツの縫い代の裁断方法】    【資料 13 その他の裁断例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 縫い代始末 

裾の縫い代始末は，最終的に折り上げるため，ロックミシンなどで始末する必要がない。そのため，

脇や股下の縫い代を裾の位置で斜めに折り，表からロックミシンを裾の出来上がり位置まで縫う方法

がある（資料 14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) ウエストゴム 

ウエストのゴムは幅１cm 程度のゴムを２本通す場合が多いが，手間と時間がかかるという難点があ

る。学校によっては，幅２cm の平ゴムを１本通す方法を採用している場合もある。この方法は，手間

と時間をかけず，安定して通すことができる。ただし，幅２cm の平ゴムを使用させる際は，ねじれた

状態で完成させる間違いが生じやすいため，注意が必要である。 

 

３ シャツブラウス 

(1) えり作り 

被服製作技術検定２級(洋服)のシャツの型紙のように，表えりと裏えり 

の大きさに差がある型紙を使用する方法と，同寸のえりの型紙を使用する 

方法の２種類を研究比較した（資料 16）。えり作りは，表えりに対し裏 

えりが控えてあることがポイントであり（資料 15），生徒の実態に合わ 

せて製作方法を検討することが必要である。また，最近の教科書や参考書 

等は，表えりと裏えりの縫い代寸法の差をつけて作り上げる方法を採って 

いる。しかし，この方法は，生徒たちが縫い代を正確に取ることができな 

いため，きれいなえり作りが難しいことが分かった。 

【資料 15 控えられたえり】 

えりぐり 

袖
ぐ
り 

裾縫い代を出来上がり線

に合わせて折り，脇縫い

代（股下縫い代）に合わ

せて裁断する 

斜めに裁断ができる 

脇 

肩 

裏  

裾  

表  

表  

脇 

(股下)  

脇（股下）縫い代を裾の位置で斜めに折る 
表からロックミシンを裾の出来上がり位

置まで縫う 

＊布端までロックミシンをかけてもよい

が，縫い代をたたむため必要がない 

【資料 14 裾が広がったパンツの縫い代始末】 
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(2) えりつけ 

３種類のえりつけ方法（資料 18，19，20）を実践し，それぞれのメリットとデメリット（資料 21）

を明らかにすることで，生徒が理解しやすい方法を検討した。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

方法１ 方法２ 

表えりと裏えりの大きさに差がある 

型紙を使用 

表えりと裏えりの大きさが同寸の 

型紙を使用（資料 17） 

メリット 
・出来上がり線を合わせるだけでよいため

製作方法を理解しやすい 

・えりの構造を理解しやすい 

・他の洋服作りに応用が利く 

デメリット 
・えりの構造を理解しにくい 

・応用が利かない 

・表えりと裏えりの差をつけてまち針を 

打つことが難しい 

Ａ 表えり・裏えりの縫いしろ寸法が同寸の場合 

 

① 裏えり・表えりの縫いしろを 1 ㎝に切りそろ

える 

 

 

 

② 表えりは出来上がり線より 0.2 ㎝外側,  

裏えりは, 0.2㎝内側にまち針を止める 

 

 

 

 

 

 

③ まち針のひと針目にしつけをしてミシンで 

縫う 

 

 

 

☆ポイント☆ まち針の打ち方  

①角 → ②中心 → ③更に中心，の順で 

まち針を打つことで，表えりと裏えりの 

大きさの差を均等に入れることができる 

0.8㎝ 

0.4㎝ 

表えり（裏） 
0.2㎝ひかえ 

Ｂ 表えり・裏えりの縫いしろ寸法に差がある場合 

 

① 表えりの縫いしろは 1㎝,  裏えりの縫いしろ

は 0.8㎝で裁断する 

 

 

 

 

 

② 裁ち端をそろえてまち針を打ち,  表えりの 

印とおりにしつけをする 

 

 

 

 

 

③ 印より 0.2㎝縫いしろ側にミシンをかける 

 

表えり（裏） 裏えり（裏） 

0.81㎝ 

表えり（裏） 

表えり（裏） 
0.2㎝縫いしろ側 

0.2㎝内側 

0.2㎝外側 
表えり（表） 

1㎝ 

※裏えりも同様に裁断 

表えり（裏） 

【資料 16 ２種類のえり作りのメリット・デメリット】 

【資料 17  資料 16の方法２による２種類のえり作り（裁断～ミシン縫いまで）】 

【資料 18 両折りバイアステープの方法】  
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【資料 19 三つ折りバイアステープの方法】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 第一ボタンの位置 

ボタンの大小にかかわらず，型紙に示してある位置に第一ボタンをつけてしまう可能性がある。し

かし，ボタン位置はボタンの直径に関係するため，使用するボタンの直径分を空けた位置につけるこ

とを確認した（資料 22）。 

方法 
両折りバイアステープ 

＊テープメーカー使用 
三つ折りバイアステープ 二つ折りバイアステープ 

メリット 

・本来のつけ方を教えること

ができる 

・テープメーカーを使用する

と幅の揃ったバイアステー

プを作ることができる 

・縫い代の幅が確保さ

れ，縫いやすい 

・バイアステープを簡単に

作ることができる 

・方法１のデメリットであ

る縫い代が出ない 

デメリット 

・縫い代が細く，縫いにくい 

・押さえミシン位置が深いと

折り込んだ縫い代(裁ち目)

が出る可能性がある 

・本来のつけ方を教える 

ことができない 

・厚い生地には, 不向き

である 

・本来のつけ方を教えるこ

とができない 

・包まないため，えりつけ

縫い代が出てくる可能性

がある 

・厚い生地には，不向きで 

ある 

0.8㎝ 

1.3㎝ ③ 

① 

【資料 20 二つ折りバイアステープの方法】 

【資料 21 ３種類のえりつけ方法のメリット・デメリット】☆ポイント☆ さまざまな方法の特徴を知る 
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0.7㎝下げる 

0.3㎝ 

フ
ァ
ス
ナ
ー
寸
法
＋
１
㎝ 

１
㎝ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

４ ファスナーつけ 

(1) フラットファスナーつけ 

一般的な縫い方（教科書や参考書資料等による縫い方）には，ファスナーのあき寸法は，ファス

ナー寸法＋１㎝で縫うことが多い（資料 23）。しかし，初めてファスナーつけをする生徒にとってウ

エストから 0.7 ㎝下がり，あき止まりから 0.3 ㎝上がった位置にファスナーをつけることは容易なこ

とではない。 

そこで，ファスナー寸法＋1.5 ㎝にすると，ウエストから１㎝下がる位置からつけることができる

（資料 24）。その結果，初めてファスナーつけを行う生徒でも，ものさしの目盛り間違いも防ぎなが

ら，容易につけることが可能になる。また，ファスナーつけを指導する際は段階的に点検を行うこと

が大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) コンシールファスナーつけ 

押さえの種類により，溝に違いがあるため，その深さに注意が必要である（資料 25）。 

また，資料 25 のＡとＢの押さえは務歯のきわを縫うことができ，務歯をかむこともなく容易につけ

ることができた。Ｃの押さえは溝が浅く務歯のきわを縫うことが難しく，務歯をかんでしまうことが

あった（資料 26）。プラスチック製は，老朽により溝が浅くなることも考えられるため，定期的に点

検を行う必要がある。 

☆ポイント☆ ファスナー押さえの特徴を知る，務歯をめくりすぎずに縫う 

フ
ァ
ス
ナ
ー
寸
法
＋ 

㎝ 

1㎝下げる 

0.5㎝ 

【資料 24 ファスナー寸法＋1.5㎝ 】 【資料 23 ファスナー寸法＋1㎝ 】 

1.5 

☆ポイント☆ あき寸法を 0.5㎝増やす 

【資料 22 第一ボタンの位置】  

  

 

 

 

 

 

 

☆ポイント☆ 第一ボタンは，ボタンの直径分を空ける 
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(3) パンツのファスナーつけ 

パンツにファスナーをつける方法としては，主に２とおりがある（資料 27）。それぞれの方法にメ 

リットとデメリットがあり，生徒の実態に応じて指導方法を選ぶとよい。 

   

 

５ スカートの型紙展開 

(1) ギャザースカート 

ギャザー分量の違いによる広がりの状態を比較した（資料 28，29，30）。生徒の好みや生地の厚さ

や風合い，布幅などを考慮し，適した分量で指導することができるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法 
前あき部分を開けたまま縫う 

（一般的な縫い方） 

前あき部分を閉じて縫う 

（フラットファスナーと同様の縫い方） 

手順 

① 持ち出しを作る 

② 右前パンツに見返しをつける 

③ 前股上を縫う 

④ 持ち出しにファスナーをつけ，左前 

パンツに縫いつける 

⑤ 見返しとファスナー台布を縫いつける 

⑥ ステッチミシンをかける 

 

① あきどまりまで粗ミシンをかける 

② 以下の手順については，前あき部分を 

開けたまま縫う方法と同様 

メリット 
・パンツの構成（ファスナーつけの構

造）が理解しやすい 
・下前のミシン縫い目が見えない 

デメリット 
・下前のミシン縫い目が見える可能性が 

ある 

・最初から最後まで前あきを閉じて縫う 

ため，印が分かりにくく，ファスナー 

つけの構造が理解しにくい 

【資料 26 務歯をかむ】 

Ａ Ｂ Ｃ 

【資料 28 ギャザー分量×1.5倍 型紙：資料①】 【資料 29 ギャザー分量×２倍 型紙：資料②】 

【資料 25 ３種類の押さえ】 

【資料 27 パンツのファスナーつけ方法の比較】 
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(2) フレアスカート 

スカートのダーツをうまく利用することで上手にフレアを出すことができる（資料 31，32）。また，

布の素材によってフレアの広がりがきれいに出ない場合もあるため，布地選定や材料に適した裁断方

法などアドバイスが必要である。生徒の好みに合わせて裾の広がりを変えることで印象を変えること

ができる。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ボックスプリーツスカート 

ボックスプリーツスカートでは，プリーツの部分に別布を使用することでよりデザイン性の高いプ

リーツができる（資料 33）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 30 ヨークつきギャザースカート 型紙：資料③，④】 

【資料 31 ダーツを利用した展開  

型紙：資料⑤，⑥】 

【資料 32 フレア分量を多くした展開  

型紙：資料⑦，⑧】 

【資料 33 ボックスプリーツスカートの展開 型紙：資料⑨，⑩】 


